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1. 平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 3,416 △6.5 △120 ― △53 ― △265 ―
22年3月期第3四半期 3,654 △12.5 △138 ― △83 ― △133 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △15.36 ―
22年3月期第3四半期 △7.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 4,494 2,703 60.2 156.59
22年3月期 70.0 174.02

（参考） 自己資本 
4,294

23年3月期第3四半期  2,703百万円
3,004

22年3月期  3,004百万円

2. 配当の状況

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,522 △5.7 △197 ― △125 ― △331 ― △19.17



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無 
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続き外であり、この四半期決算短信の開示において、金融商品取引法に基づく四半
期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、
四半期決算短信（添付資料）2ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他 （詳細は、【添付資料】P. 3 「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 18,044,715株 22年3月期 18,044,715株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  777,901株 22年3月期  777,008株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 17,267,587株 22年3月期3Q  17,268,885株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の緩やかな回復により企業収益に改善の兆しが一部で

見られたものの、欧米経済の減速懸念に起因する円高の影響やデフレの継続等、先行き不透明な状況で推移しまし

た。当業界におきましても、天候不順の影響や消費者の生活防衛意識の高まりから個人消費は依然低迷が続きまし

た。 

 このような経営環境のなか、当社グループは「服づくりのこだわり」を第一としたオーダーメイドを柱に、経営資

源の集約化を図るとともに、マーケティング力を強化して３基幹ブランド（「銀座山形屋」「サルトリア プロメッ

サ」「ミスターナ」）毎のお客様をよりはっきりさせながら、お客様満足度の向上に努め、銀座山形屋オーダーメイ

ド販売の注力に取り組むとともに、粗利益率改善に努めてまいりました。 

 経営成績につきましては、売上高3,416百万円（前年同四半期比6.5％減）、受取配当金等の営業外収益があった

ことにより経常損失は53百万円（前年同四半期は83百万円の損失）となり前年実績を上回ったものの、資産除去債

務会計基準の適用に伴う影響額等があり、265百万円の四半期純損失（前年同四半期は133百万円の四半期純損失）と

なりました。 

 事業のセグメント別では、小売事業が売上高1,652百万円、営業損失144百万円、卸売事業が売上高1,283百万円、

営業損失40百万円、受託縫製事業が売上高457百万円、営業利益12百万円となりました。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における総資産は4,494百万円となり、前連結会計年度末に比べ200百万円増加いたしました。  

主な要因は、当第３四半期会計期間末日が銀行休業日にあたるため、買掛金及び未払金の決済が翌四半期にづれこん

だことにより現金及び預金が増加したことや、売掛金及び受取手形が増加したことによるものであります。 

負債につきましては前事業年度末に比べ501百万円増加し1,790百万円となりました。主な要因としては資産除去債務

に関する会計基準の適用に伴い資産除去債務を221百万円計上したことや、当第３四半期会計期間末日が銀行休業日

にあたるため買掛金及び未払金の決済が翌四半期にづれこんだことによるものであります。 

純資産につきましては、前事業年度末に比べ301百万円減少し2,703百万円となりました。主な要因としては資産除去

債務に関する会計基準の適用に伴い、その影響額206百万円を特別損失として計上したこと等により、四半期純損失

が265百万円となったことに加え、投資有価証券の時価下落に伴いその他有価証券評価差額金が35百万円減少したこ

とによるものであります。  

キャッシュ・フロ－の状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は815百万円で前連結 

会計年度末に比べて135百万円増加（前年同四半期は293百万円の資金増）いたしました。各キャッシュ・フロ－の 

状況とそれらの要因は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロ－） 

 営業活動によるキャッシュ・フロ－は、117百万円の増加（前年同四半期は165百万円の増加）となりました。  

これは税金等調整前四半期純損失269百万円を計上した一方で、資産除去債務会計基準の適用による影響額の計上 

による資金の増加206百万円や仕入債務の増加に伴う資金の増加194百万円等があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロ－） 

投資活動によるキャッシュ・フロ－は、20百万円の増加（前年同四半期は129百万円の増加）となりました。 

これは有形固定資産の取得による支出47百万円があった一方で、差入保証金及び敷金の返還による収入63百万円及び

貸付金の回収による収入18百万円があったことが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－） 

財務活動によるキャッシュ・フロ－は、リ－ス債務の返済による支出が2百万円ありました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の第２四半期決算発表時（平成22年11月10日）に公表いたしました平成23年３月期の通期業績予

想を修正しております。内容につきましては本日（平成23年2月9日）発表しております、「業績予想修正に関する

お知らせ」をご参照ください。 

 なお、この予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としております。実際の業績は今後様々な

要因により大きく異なる結果となる可能性があります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません 

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

  当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年3月31日) 

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日)を適用 

しております。 

 これにより、営業損失は262千円増加、経常損失は262千円増加し、税金等調整前四半期純損失は、206,638千円 

増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は221,712千円であります。  

表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部

流動資産

現金及び預金 815,611 680,390

受取手形及び売掛金 581,798 537,007

商品及び製品 176,631 148,151

仕掛品 18,159 20,163

原材料 147,918 125,720

その他 208,438 63,144

貸倒引当金 △2,512 △2,426

流動資産合計 1,946,045 1,572,152

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 154,561 145,709

その他（純額） 276,192 267,711

有形固定資産合計 430,754 413,420

無形固定資産

その他 10,776 7,201

無形固定資産合計 10,776 7,201

投資その他の資産

投資有価証券 1,057,515 1,086,863

敷金及び保証金 830,818 989,090

その他 348,037 356,758

貸倒引当金 △129,532 △131,270

投資その他の資産合計 2,106,839 2,301,441

固定資産合計 2,548,369 2,722,063

資産合計 4,494,414 4,294,216

負債の部

流動負債

買掛金 371,565 176,840

未払法人税等 6,791 11,125

ポイント引当金 44,172 36,914

その他 434,582 343,488

流動負債合計 857,111 568,367

固定負債

退職給付引当金 603,316 602,639

役員退職慰労引当金 87,946 91,869

資産除去債務 221,772 －

その他 20,509 26,364

固定負債合計 933,544 720,873

負債合計 1,790,655 1,289,241
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部

株主資本

資本金 2,727,560 2,727,560

資本剰余金 882,948 882,948

利益剰余金 △760,575 △495,323

自己株式 △79,200 △79,151

株主資本合計 2,770,733 3,036,034

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △66,974 △31,058

評価・換算差額等合計 △66,974 △31,058

純資産合計 2,703,758 3,004,975

負債純資産合計 4,494,414 4,294,216
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日) 

売上高 3,654,295 3,416,019

売上原価 1,736,017 1,586,788

売上総利益 1,918,277 1,829,231

販売費及び一般管理費 2,056,636 1,949,313

営業損失（△） △138,359 △120,082

営業外収益

受取利息 2,517 2,141

受取配当金 29,194 39,189

受取手数料 11,367 10,462

雑収入 13,166 20,438

営業外収益合計 56,245 72,232

営業外費用

支払利息 324 415

投資事業組合運用損 59 －

雑損失 1,101 4,802

営業外費用合計 1,485 5,217

経常損失（△） △83,598 △53,068

特別利益

貸倒引当金戻入額 17,246 1,652

資産除去債務履行差額 － 1,006

特別利益合計 17,246 2,658

特別損失

固定資産除却損 104 564

投資有価証券評価損 1,293 －

固定資産処分損 33,585 976

減損損失 21,626 450

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 206,376

特別損失合計 56,609 208,368

税金等調整前四半期純損失（△） △122,961 △258,778

法人税、住民税及び事業税 11,026 6,473

法人税等合計 11,026 6,473

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △265,252

四半期純損失（△） △133,988 △265,252
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △122,961 △258,778

減価償却費 30,067 37,625

減損損失 21,626 450

固定資産除却損 － 564

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,246 △1,652

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 730 △3,923

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,465 677

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 206,376

受取利息及び受取配当金 △31,712 △41,331

支払利息 324 415

売上債権の増減額（△は増加） 13,014 △51,419

たな卸資産の増減額（△は増加） △48,090 △48,672

仕入債務の増減額（△は減少） 215,250 194,724

その他 74,696 50,637

小計 142,163 85,695

利息及び配当金の受取額 31,717 41,334

利息の支払額 △324 △415

法人税等の支払額 △7,978 △8,764

営業活動によるキャッシュ・フロー 165,578 117,850

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,604 △47,720

投資有価証券の取得による支出 △1,328 △2,087

敷金及び保証金の回収による収入 131,745 63,046

敷金及び保証金の差入による支出 △188 △3,964

出資金の回収による収入 4,500 －

貸付金の回収による収入 8,823 18,313

その他 △2,867 △7,363

投資活動によるキャッシュ・フロー 129,081 20,224

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △120 △48

リース債務の返済による支出 △938 △2,804

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,058 △2,853

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 293,600 135,221

現金及び現金同等物の期首残高 623,830 680,390

現金及び現金同等物の四半期末残高 917,431 815,611
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該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  当社グル－プは、衣料品製造販売(受託縫製を含む)事業を主な事業としておりますが、当セグメントの売上 

高及び営業損失の金額が、全セグメントの売上高の合計及び営業損失の合計の90％を超えておりますので、事 

業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

存外子会社及び存外支店はありませんので記載を省略しております。 

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高はありませんので記載を省略しております。 

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社は、持株会社としてグループ全体の戦略を担い、子会社３社は「小売事業」「卸売事業」「受託縫製事

業」を展開しております。 

 「小売事業」は、主に店舗等において紳士・婦人服、カジュアル洋品の小売販売を行っております。「卸売事

業」は、主に紳士・婦人服の卸販売を行っております。「受託縫製事業」は、主に紳士・婦人服の受託縫製加工

を行っております 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

   （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない持株会社としての管理業務、不動産賃貸業等を含んで

おります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（単位：千円） 

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
小売事業 卸売事業 

受託縫製 
事業 

計 

売上高

外部顧客への売上高 1,652,725  1,283,935  457,196  3,393,857  22,162  3,416,019

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

 －  －  1,524,970  1,524,970  △1,524,970  －

計  1,652,725  1,283,935  1,982,167  4,918,827  △1,502,807  3,416,019

セグメント利益又は損失（△）   △144,650   △40,691 12,733  △172,608 37,234 △135,374 
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

 ４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。 

 （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計 △172,608 

「その他」の区分の利益 37,234 

セグメント間取引消去  4,282

棚卸資産の調整額  204

その他の調整額  10,804

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △120,082 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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